平成３０年度事業計画
デイサービスセンター彦岳の太陽
運営方針
利用者が要介護状態になった場合においても、可能な限りその居宅において、その有する能力に応じ、自立した日常生活を営むことができるよう、常に利用者の立場に立った、必要な日常生活上の世話及び機能訓練を行います。
地域との結びつきを重視し、関係保険者、居宅介護支援事業者、他の居宅サービス事業者、地域の保健・医療・福祉サービスを提供するものとの密接な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めます。
よりよい介護サービスの提供職員の資質向上に努めることでさらなる発展を目指していきます。

実施目標
1． 利用者の個別計画、サービスの質の評価、改善、向上
2． 業務改善を行い稼働率の向上
3． 地域包括支援センターや居宅介護支援事業所等他機関との情報共有、連携を密にし、地域のニーズに対応したサービスの提供
4． 地域の行事への参加等、地域へのかかわりの継続
5． 利用者（通所）が快適に施設を利用できる環境を整備・維持
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利用者の処遇
１．自立支援
ご利用者が自立した日常生活が営むことができるよう、一人ひとりの生活課題を抽出し、生活課題が解決できるようサービスの提供を行います。
２．食事
食事を栄養補給だけではなく、楽しみのひとつとして捉え、交流を深める機会としての雰囲気づくりに努めます。行事食、常食、粥、刻み、ミキサー食、選択食等、ご利用者一人 ひとりの状態に合わせて食事を提供します。選択食等の行事食の提供も行います。　
３．排泄
ご利用者一人ひとりの生活サイクルを把握し、よりよく誘導し、個人のプライバシーに留意し、不快を感じさせない介助を行います。
４．入浴
在宅での介護の負担軽減のため、自宅での入浴が困難なご利用者に対し、入浴サービスを提供します。体調の変化に留意し、安全な入浴介助を行います。
５．レクリエーション
ご利用者に対し、レクリエーションを通して、心身機能の低下の防止、向上を図ります。プログラムは、ご利用者一人ひとりの個性、生活歴を尊重し、持っている能力を発揮できるよう、活動の内容を考えていきます。デイサービス内でカラオケ大会やボーリング大会を行う事でご利用者の意欲を引き出します。また、買い物や花見の散策等を実施し利用者間の交流を深めます。
外部ボランテｲアの方に来ていただき、音楽、懐メロ、日舞、フラダンス、手品等を披露して頂きご利用者様に和んでいただきます。

６．健康管理
ご利用者の身体の清潔と機能維持に努めます。通所時に健康チェック、心身状態の観察を行うとともに、急変時には適切に対応いたします。また、必要に応じて、持参の薬の管理、服用の援助を行います。

７．機能訓練
看護職員による専門的な機能訓練を行います。又、健康運動実践指導士及び健康運動実践指導者による運動指導も行ないます。

８．日課　
	８：３０～９：３０
	送迎

	１０：００～１０：３０
	健康チェック・作業・機能訓練

	１０：３０～１２：００
	入浴

	１２：００～１３：００
	昼食、服薬、口腔洗浄

	１３：００～１５：００
	機能訓練・レクリエーション・総合事業の実施（事業対象者）

	１５：００～１５：３０
	おやつ

	１５：３０～１６：３０
	送迎





その他事業計画・取り組み
１．防災計画
防災計画により、自動火災警報装置、施設内放送設備を完備し機械防災を計ると同時に消防計画に沿った防災訓練を実施し利用者にも参画して頂きます。

２．関係機関との連携
介護支援専門員、地域の関係機関との連携・協力に努めます。また、サービス提供場面で得られるご利用者やご家族の情報を居宅介護支援事業者（介護支援専門員）へ提供し、情報を共有します。

３．職員の資質の向上
サービスの向上を図るため、定期の施設内研修を実施する。介護保険制度、福祉制度、高齢者の認知症等専門的知識を修得します。専門性の高い研修については、外部機関が実施する研修に参加することとします。また、毎日のミーティングと毎月の職員会議では、利用者サービスの検討、行事の内容等職員全員で検討します。

４．介護予防・日常生活支援総合事業への取組み
　佐伯市の意向に沿って、介護予防・日常生活総合支援事業に取り組みます。又介護保険の適応外にサービスについては実費にてサービスの提供を行います。


５．ご家族様との連携・緊急時の対応
ご家族様との連携については、利用前の状態確認、利用中の状態観察、利用後の状態報告等をデイサービス利用連絡表や送迎時の口頭での申し送りにて行う。（但し、利用中に利用者の病状が急変した場合、その他緊急に対応の必要が生じた場合には、嘱託医への連絡、救急搬送等の対応を行うとともに、ご家族および関連機関へ速やかに連絡します。）

６．地域との交流
通所介護については、地域との交流を積極的に行うことにより（ボランティアの活用やサロンへの参加など）、地域に開かれた事業所として認知されるように共生に向けた取り組みを行う。

７．年間イベント（行事について）
今後も、季節感を感じて頂けるようなイベント（外出・手芸・誕生日会・運動会等行事）を計画し、実施する。また月に1回程度は地域のボランティア団体の方に慰問をお願いし、ご利用者様には楽しい時間を過ごして頂き、ボランティアという地域の方々にもデイサービスセンターの取り組みを知って頂く好機としたい。

























平成30年度　　行事予定表案
	月
	行　　　　　　事
	内　　　　　容

	４月
	花見会（施設内）
花見見学（施設外）
	・ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽと合同で行います
・近隣の公園等へ花見に外出

	６月
	百徳の日
	・故小寺徳夫会長誕生日（6/29）　

	７月
	施設内研究発表会
七夕　　
そうめん流し　
	・8月開院記念合同発表会に向け
・七夕の短冊に願い事を書きます。
・手造り竹のトイを使って流します

	８月
	開院記念研究発表会
供養盆踊り大会
	・代表者が発表（全員参加）
・狩生地区と合同で行います

	９月
	敬老会
	・施設全体で楽しんで頂きます

	１０月
	運動会
イモ掘り　
	・利用者様を中心に行います。
・利用者様と収穫をします。

	11月
	防災訓練
	・避難訓練に参加して頂きます

	12月
	ｸﾘｽﾏｽ忘年会
餅つき
	・職員の出し物で楽しんで頂きます
・利用者さんにも手伝って頂きます

	1月
	初詣　（権現様）
書初め
	・何班かに別れてお参りします
・新年の書初めを行なっていただきます。

	2月
	節分
県内1周駅伝応援
	・青鬼・赤鬼さんが4ヶ所廻ります
・狩生駅前まで応援に出かけます

	3月
	ひな祭り
	・自作のひな人形を飾って楽しみます



